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1(ohnuma kaoru) 

私の身近な地域で瀧山信仰に係る遺構（史跡）と「茗荷
みょうが

」が結び付いている所について、下表のと

おりの３個所を取り上げて見ます。 

 

 

身近に存在する「茗荷
．．

」は「東アジア（温帯）が原産。人間が生活していたと考えられる場所以外

では見られないことや、野生種がなく、大陸から持ち込まれて栽培されて来たと考えられる。繁殖は

地下茎による栄養体繁殖が主体である・・・」とされています。我が国の自然界（山野）に自生して

いたものではないということです。 

「茗荷・ミョウガ」は日本においては自然界に自生するものではない中で、もしも、今は人家がな

い山間に「茗荷・ミョウガ」が生えているとすれば、人間が持ち込んだ明らかな証拠だとされている

からです。ここで問題視する要件は次のとおりです。 

 

✓1 今になっては、人の住居がない山間地森林の中であって、 

✓2 そこには(※1)人々と何らかの係りがあった(※2)史跡遺構が今にあること、根拠を以って存 在

が確認されていること。 

※１；人々とは、一般人(大衆)ではなく、宗教施設等に係った人をいう。 

※２；史跡遺構とは、行政史や地元の歴史書等に記載されている宗教施設等であることをいう。 

 

の上で、「茗荷」が今に生えているならば、まさしく宗教施設等に係るその場所で関係者が生活して

いた証、活動拠点であった証拠と見做すことが出来るものと考えています。 

その目的は精進料理食用もあろうが、鬼門封じの意図もあったのではないかという見方もあります。 

 ただし、ここで課題としているのは、昔存在していた一般家庭の人家云々ではありません。あくま

でも、史跡に係るものを対象とします。 

 はなはだ恐縮ではあるが、この３個所の史跡跡地については、ほとんどの地元歴史関係は知ってい

るが、「茗荷
みょうが

」との結び付きから現地探査の上で考察したのは私だけではないかと自負する処がありま

す。 

 

 

 

件 名 民家まで直線距離 

１．瀧山古道岩波口「さんきょう院
．．．．．．

 跡地の石積み遺構と 

茗荷
みょうが

」について 

一番近い民家まで約 300m、 

半径 300m 以内に民家なし。 

２．平清水奥「南竜山
、、、

不動尊
．．．

 護摩堂跡地にある茗荷
みょうが

」 

について 

一番近い民家まで約 750m、 

半径 750m 以内に民家なし。 

３．瀧山古道成沢口「ひなくぼ墓地
．．．．．．

 跡にある茗荷
みょうが

」 

について 

一番近い民家まで約 720m、 

半径 720m 以内に民家なし。 



2(ohnuma kaoru) 

１．瀧山古道岩波口「さんきょう
、、、、、

院 跡地の石積み遺構と茗荷
みょうが

」について 

 

（１）本跡は、瀧山信仰と密接不可分な関係にあった寺蹟（坊跡）であります。本跡に係る資料を「瀧山の歴史―二〇〇四（平成一六）年一〇月一日 同編集委員会編纂）―」より抜粋し掲載して見ま

す。 同史 105 頁には「三峡
、、

院」、146 頁には「三境
、、

院」、そして次頁図－１には「山境
、、

院」と文字に表記の揺れはあるが、同じ場所の同じものを指しています。それらの細部は別記しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）次ページ写真の説明 

 

 

・下段石積みで囲まれた壇（境内）の広さは約 35×約 40m 四方です。この場所（お堂・お寺の跡地）にも「茗荷」（１坪程度）が今に生えており、明らかに人の住処があった証拠であります。 

  ・現在は杉林になっているが、地権者によると戦中・戦後に先代が植林したということです。 

図－１ 図－２ 図－３ 図－４ 図－５ 

滝山歴史マップ 

より抜粋 

国土地理院地形図上の現地 

（GPS で特定） 

茗荷の植生 

(2m 弱×2m 弱) 

石の祠
ほこら

 

(不動明王があった？) 
石積みの全体状況 



3(ohnuma kaoru) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 

横根堰 

山境院跡 

35×40m 四方 図－２ 駐車可 

900

図－３ 

図－４ 

あらためて、この地域一帯は、もちろん人家（作

業小屋等も）は無し、戦中・戦後に植えたという杉

林の中です。 

知っているのは地元でも本の一部の人達だけで

す、歴史関係者でも話としては知っていても、現地

を確認した人はさらに少ないと思います。 



4(ohnuma kaoru) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（end） 

 

(B) 

(B) 

(A) 

(A) 

(D) 

(C) 

(D) 

(E) 
(F) 

(E) 
(F) 

(イ)撮影方向 

(ロ)撮影方向 (ハ)撮影方向 

太い実線(紫色)は石積み個所 

図－５ 

(C) (D) 

(C) 



5(ohnuma kaoru) 

２．平清水奥「南竜山不動尊 護摩堂跡地にある茗荷
みょうが

」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 

「
南
竜
山
不
動
尊
」
に
係
る
歴
史
的
経
緯
は
左
の
と
お
り
で
す
。 

こ
の
場
所
（
護
摩
堂
の
跡
地
）
に
「
茗
荷
」
が
今
に
生
え
て
お
り
、
明
ら
か
に
人
の
住
処
が
あ
っ
た
証
拠
で
あ
り
ま
す
。 



6(ohnuma kaoru) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）① 護摩堂跡地全景、跡地には石の祠が祀られ、不動明王像他の石碑

が安置されている。 

平泉寺 

② 滝壺の（線刻）不動明王像 

（※）不動明王像の後ろ（西側）に茗荷
、、

の 

植生（１坪程度）が見える。 

 

② 

① 

(大日堂跡地) 

あらためて、この地域一帯は、もちろん人家（作業小屋等も）は無し、戦中・戦後に植えたと思われる杉林

の中です。歴史関係者を除き、現地を確認の上で知っている人は少ないと思います。 



7(ohnuma kaoru) 

３．瀧山古道成沢口「ひなくぼ墓地跡にある茗荷
みょうが

」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 
「
瀧
山
の
歴
史―

二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
一
〇
月
一
日 

同
編
集
委
員
会
編
纂
）―

」
よ
り
抜
粋
し
掲
載
し
て
見
ま
す
。 

本
跡
も
、
瀧
山
信
仰
と
密
接
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
寺
蹟
で
す
。
こ
の
場
所
に
も
「
茗
荷
」
が
今
に
生
え
て
お
り
、
明
ら
か
に
人

の
住
処
が
あ
っ
た
証
拠
で
あ
り
ま
す
。 



8(ohnuma kaoru) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（end） 

（end） 

ⓐ
地
蔵
堂
跡[

板
碑] 

ⓒ
小
荷
駄
町
隆
勝
寺
の
元
の
場
所 

ⓐ 

ⓒ 

ⓑ 

ⓑ 

ひ
な
く
ぼ 

墓
地
跡 

 
 

板
碑
の
裏
手
に
「
茗
荷
」（
二
坪
程
度
）
が
生
え
て
い
た
。 

 
 

（
平
坦
地
が
２
段
に
な
っ
て
い
ま
す
、
明
ら
か
に
建
物
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
土
地
で
す
。） 

 

特にⓑについて、あらためて、この地域一帯は、もちろん人家（作業小屋等も）は無し、戦中・戦後に植え

たと思われる杉林の中です。歴史関係者を除き、現地を確認の上で知っている人は少ないと思います。 


